
令和５年度 福島県ハイテクプラザ 試験研究概要リーフレット 

ゴム材料に関するCAE解析技術 

研究期間：令和５年度 

担当者：材料技術部 金属・物性科 工藤 弘行、繊維・高分子科 小林 慶祐

  

 

 

 

 

製造プロセス 



 

 

応募企業はペルチェ素子と配線部をゴム

材料で封止したペルチェモジュールを開発

しました。本製品は湾曲変形状態で使用で

きることが特徴で、これまでにない用途が

想定されるため、試行錯誤的な開発手法に

は限界があり、CAE（コンピュータ・シミ

ュレーション）解析を必要としました。 

 

 
本製品で必要な伝熱解析と変形解析は、

前者には「熱電効果」、後者には「大変

形」と、それぞれ、CAE 適用が難しい点が

あるため、本研究では有限要素解析ソフト

ANSYS Mechanical を用いて有効な CAE

活用方法を検討しました。 

 

 

検討の結果、伝熱解析では、「伝熱－電

気」要素を用いて、ペルチェ効果やゼーベ

ック効果の計算が可能であることを確認し

ました。 

一方、変形解析については、モジュール

を湾曲変形させた時に、モジュール表面に

内部構造に応じた周期的なひずみ分布が生

じることを見出しました。また、DIC（デ

ジタル画像相関法）を用いた「ひずみ測

定」により、CAE 解析の妥当性を確認しま

した。 
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・「ゴム材料を用いたペルチェモジュールの CAE 技術の開発」 
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